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平成２５年度  県の建設工事等に伴う事故発生状況一覧表  （平成２６年３月末現在） （NO:1） 

ＮＯ 発生日時 工事種別 事  故  概  要 事故の原因等 防 止 対 策 

１ 

 

土 

(1) 

H25.04.01 

10:50 

 

架空線・埋設物 

道路 市道に導水管の埋設設置のため岩盤掘削作業をしていたところ、不

測の位置で岩盤が途切れ、ブレーカーの先端が滑り落ち、事前に確認

していた位置と異なる箇所に埋設されていた水道管を破損した。 

（物損事故） 公衆災害 

・埋設物の目視確認をしてい

なかった。 

・ブレーカーを使用前に岩盤を

露出させる。 

・埋設物の位置を目視確認を行

う。 

２ 

 

土 

(2) 

H25.04.8 

11:30 

 

立木処理 

道路 道路に張り出した枝をチェーンソーにより伐採作業中、伐った枝が

突風により作業員に向かって飛んできたため、これを避けようと左手

を離したところチェーンソーの刃が左手に当たり裂傷した。 

男 ５７歳（左示指・中指挫滅創）約２週間の安静加療を要す 

・跳ね返り等の対処を事前に

行っていなかった 

・作業性を重視し厚手の手袋

を着用しなかった 

・安全教育の徹底 

・皮手袋等の使用を徹底 

３ 

 

土 

(3) 

H25.04.25 

16:00 

 

流出 

河川 函渠工掘削作業中、バックホウのブームを引き上げて旋回したとこ

ろ、アーム部の油圧ホース接続部の部品に亀裂が発生し、亀裂から作

動油が漏れ、周辺の田、畑、民家、自動車に飛散した。 

（物損事故） 公衆災害 

・部品の劣化、摩耗、疲労に

よるもの 

・日常点検の強化 

４ 

 

土 

(4) 

H25.04.29 

16:45 

 

架空線・埋設物 

砂防 仮設道路設置にあたりバックホウで作業中、入口付近にあった架空

線に接触し、電話線支持線が外れた 

 

（物損事故） 公衆災害 

・旋回作業時の注意不足 

・防護管、単管ゲートが事故

箇所に設置されていなかった 

・安全教育の徹底 

・防護施設の設置 

５ 

 

都 

(1) 

H25.05.13 

11:00 

 

飛来物・落下物 

建築 脚立上で内装天井の石膏ボードをバールで撤去していたところ、ボ

ードがスプリンクラー配管に接触し、跳ね返ってきたボードとバール

の間に右手小指と薬指を挟まれ負傷。  男 ５０歳（右環指・小指

PIP関節脱臼）約1週間の安静加療を要す。 

・安易な判断で足場を変更し

た 

・注意喚起を怠った 

・足場の安全性の向上 

・安全教育の徹底 

６ 

 

土 

(5) 

H25.05.21 

11:05 

 

工具・資材 

道路 橋梁橋脚に設置されている伸縮装置を撤去する際、撤去部材が引っ

掛かり、これを外そうと作業員が近づいたところ突然引っかかりが外

れ、作業員の左頬にあたり負傷したもの 

男 ６８歳（頭部外傷、左頬骨骨折、顔面挫滅創）約2週間の加療 

・縁切りが確実になるまで人

力吊りすべきところを始めか

ら機械吊りとしていた 

 

・人力作業の徹底 

７ 

 

土 

(6) 

H25.05.22 

8:45 

 

墜落・転落 

道路 橋梁橋台沓座の測量のため橋台側壁に上り、測量しようとしたとこ

ろバランスを崩したため、護岸の天端に着地しようと飛び降りたが着

地に失敗し、その後護岸を落下した。 

男 ４４歳（右足関節開放性脱臼骨折）約2カ月の加療 

・不用意に橋台側壁に登った ・手すり等の設置 

・安全標識による表示の設置 

・安全教育の徹底 

８ 

 

土 

(7) 

H25.05.23 

16:40 

 

墜落・転落 

砂防 堰堤のコンクリート打設のため簡易足場の組立作業中、梯子から足

を滑らせ落下し宙吊り状態となり、落下中に左足大腿部を裂傷した 

男 ３５歳（左鼠径部刺創、左大腿静脈損傷、出血性ショック、左

恥骨開放性骨折）約1ヶ月間の治療 

・梯子に滑り止め措置がされ

ていなかった 

・安全帯フックを不適当な位

置に取り付けていた 

・滑り止めの設置 

・安全教育の徹底 
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平成２５年度  県の建設工事等に伴う事故発生状況一覧表  （平成２６年３月末現在） （NO:2） 

ＮＯ 発生日時 工事種別 事  故  概  要 事故の原因等 防 止 対 策 

９ 

 

土 

(8) 

H25.05.24 

10:00 

 

架空線・埋設物 

道路 １０トンダンプにて残土置き場へ土砂を搬出後、荷台を下げ切る前

に発進したため、残土置き場出入り口に架空された、電柱間隔を保持

するワイヤーに荷台が当たり切断した。 

（物損事故） 公衆災害 

・荷台の状態を十分に確認し

ないまま走行した 

・防護施設等の対策が行われ

ていなかった 

・目視確認を行うよう周知徹底 

・防護施設を設置する 

１０ 

 

土 

(9) 

H25.05.25 

9:00 

 

墜落・転落 

道路 既設ブロック積の上の落石防護柵設置が完了したため、ブロック積

みから単管足場を撤去作業中、作業員が誤って約４ｍの高さから転落

した。 男 ６０歳（前額部挫創、右橈骨遠位端骨折、左肘頭粉砕骨

折）約8週間の加療 

・足場の不安定な部分に不用

意に乗ってしまった 

・安全帯を適正に使用してい

なかった 

・足場組立、解体作業計画・手

順書を作成し周知 

・安全帯の使用状況を監視 

・安全教育の徹底 

１１ 

 

農 

(1) 

H25.05.29 

11:40 

 

架空線・埋設物 

農地 掘削土をダンプトラックに積み込み、再度掘削しようとしたところ

バックホウのアームが電力アース線に接触し、ソケット型接続部が外

れた。 

（物損事故） 公衆災害 

・監視員が不在であった 

・目印設置や注意喚起看板を

設置していなかった 

・専従の監視員を配置 

・目印や看板の設置 

１２ 

 

林 

(1) 

H25.6.14 

11:30 

 

墜落・転落 

治山 仮設排水パイプを取り外すためパイプに乗り、パイプから降りる際

にパイプを吊っていたチェーンに接触したためパイプが接続部から外

れ、作業員が４ｍ下へ転落した。  男 ４９歳（左橈骨遠位端骨折

、左膝挫傷、前胸部挫傷、右踵部挫傷）約６週間の安静加療 

・安全帯を使用していなかっ

た 

・安易に考えパイプに乗った 

・安全教育の徹底 

・仮設排水パイプは下方から支

える構造とする 

１３ 

 

土 

(10) 

H25.6.18 

16:30 

 

建設機械 

道路 伐採作業中、丸太３本をクレーン機能付きバックホウで吊り上げ運

搬しようとしたところ、横転した。 

 

（物損事故） 

・傾斜地で荷を吊り上げ移動

しようとした 

・クレーン機能に切り替えな

かった 

・安全教育の徹底 

・バックホウに注意喚起の掲示 

１４ 

 

土 

(11) 

H25.7.9 

11:00 

 

草刈・除草 

河川 肩掛け式除草機による除草作業において、隣接する民家の窓ガラス

にひび割れが生じた。 

 

（物損事故） 公衆災害 

・飛散防止対策を取らなかっ

た 

・飛散防止板設置の徹底 

１５ 

 

土 

(12) 

H25.7.11 

15:50 

 

架空線・埋設物 

道路 転落防止柵の土中用支柱を挿入した際、地中に埋設されていた水道

管を破損させた。 

 

（物損事故） 公衆災害 

・水道管が想定外の位置に埋

設されていた 

・試掘等を行い、具体的な位置

確認を行う 

１６ 

 

土 

(13) 

H25.7.23 

16:50 

 

架空線・埋設物 

都市 作業終了に伴い、バックホウを回送していたところ、バックホウの

アーム部分が架空線に接触し、架空線に緩みが生じた。 

 

 （物損事故） 公衆災害 

・監視員、防護管を設置しな

かった 

・資格者だが、バックホウの

移動を正副以外の者が行った 

・監視員、防護管、目印を設置 

・安全教育の徹底 
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平成２５年度  県の建設工事等に伴う事故発生状況一覧表  （平成２６年３月末現在） （NO:3） 

ＮＯ 発生日時 工事種別 事  故  概  要 事故の原因等 防 止 対 策 

１７ 

 

土 

(14) 

H25.8.26 

8:30 

 

工具・資材 

砂防 残存型枠資材をクレーンで移動作業中、製品の片側がずり落ち、作

業員の右足を負傷した 

 

男 ５２歳（右第3.4趾基節骨骨折）約3週間の安静加療 

・１本掛けの玉掛けの場合は

締め付けるべきところを怠っ

た 

・作業員が型枠を持っていた 

・安全管理の徹底 

１８ 

 

土 

(15) 

H25.9.14 

16:30 

 

架空線・埋設物 

道路 歩車道境界部にガードパイプ支柱（土中式）を打ち込み中に市水道

管を破損した。 

 

（物損事故） 公衆災害 

・埋設物の事前調査や試掘を

行うべきところを怠った 

・事前調査、試掘、報告の徹底 

１９ 

 

林 

(2) 

H25.9.23 

14:00 

 

墜落・転落 

治山 型枠工作業のため梯子に上がっていたところバランスを崩し２ｍ下

へ転落した。 

 

男 ４２歳（右肋骨骨折、右血胸、右前腕挫創）約1ヶ月の療養 

・作業の焦りからバランスを

崩した 

・作業は梯子の使用を止め、足

場設置等により作業床を設ける 

・安全教育の徹底 

２０ 

 

土 

(16) 

H25.10.10 

11:05 

 

墜落・転落 

道路 重機を移動しようとしたところ、誤操作によりバケットが旋回し、

バケットが作業員に当たり路側の補強土壁下に転落した。 

男 ６４歳（外傷性くも膜下出血、脳挫傷、胸骨・肋骨・椎体・腰

椎骨折、肝損傷）約3ヶ月の安静加療 

・選任された者以外が運転 

・重機を動かす際に退避指示 

や合図を怠った 

・転落防止措置をしていない 

・選任された者が運転する 

・重機の旋回範囲内に作業員が 

いる場合は重機を動かさない 

・転落防止措置を講じる 

２１ 

 

土 

(17) 

H25.10.22 

10:50 

 

架空線・埋設物 

道路 照明灯建替え工事においてアースオーガー掘削時に、電話地下埋設

管を切断した 

 

（物損事故） 公衆災害 

・事前調査や立会を行うべき

だったが怠った 

・事前調査、立会、試掘等を行

う 

２２ 

 

土 

(18) 

H25.11.9 

14:30 

 

建設機械 

道路 バックホウにて歩道路盤の砕石敷均しを行っていたところ、後退時

に後部にいた作業員の右足と接触し負傷した。 

 

男 ４８歳（右足関節捻挫）全治４週間の見込み 

・近接作業を行った ・近接作業しないよう徹底する 

・重機作業時は見張り員を配置

する 

２３ 

 

土 

(19) 

H25.11.14 

9:30 

 

墜落・転落 

道路 橋梁の桁上足場にいた作業員との打ち合わせが終わり、吊足場に降

りようとした際、手が安全帯に引っ掛かりフックが外れ、５ｍ下の河

川に転落した 

男 ４６歳（右足関節捻挫）約４週間の加療 

・安全帯を親綱に掛けるべき

をフランジ上のジベルに掛け

ており、適正な使用をしてい

なかった 

・安全帯の適正な使用を徹底す

る 

２４ 

 

林 

(3) 

H25.11.15 

11:30 

 

建設機械 

治山 生コンクリートをホッパーに入れ、クレーン仕様のバックホウにて

不整地運搬車に積み込む際、バックホウがバランスを崩して横転し、

オペレーターが負傷した。 

男 ４７歳（右小指切断、右下腿打撲、右足部打撲挫創） 

・選任された者以外が運転し

た 

・バックホウに定格荷重の表

示措置をしていなかった 

・選任された者が運転する 

・定格荷重を常時知ることがで

きるよう表示する 
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平成２５年度  県の建設工事等に伴う事故発生状況一覧表  （平成２６年３月末現在） （NO:4） 

ＮＯ 発生日時 工事種別 事  故  概  要 事故の原因等 防 止 対 策 

２５ 

 

農 

(2) 

H25.11.22 

9:32 

 

工具・資材 

農道 橋脚の沓座拡幅にあたり定着用鉄筋を挿入するため、削岩機にて水

平に削孔していたところ、ビットが折れ、破損したビットの先端が偏

心防止のため支えていた作業員の左手にあたり負傷した。 
男 ２８歳（左薬指挫滅創、左環指末節骨剥離解放骨折）約６週間の加療 

・径19mmのビットと、ビット

径22mm用のロッドを組み合わ

せていた 

・ロッドとビットは適正な組み

合わせで使用する 

２６ 

 

都 

(2) 

H25.11.25 

20:00 

 

交通事故 

上下水 試掘箇所に仮舗装を行ったが、舗装がめくれ、段差により一般車両

の底部を損傷した。 

 

（物損事故） 公衆災害 

・加熱合材を使用すべきを、

資材調達が間に合わず常温合

材を使用した 

・加熱合材の使用を徹底 

２７ 

 

土 

(20) 

H25.11.30 

10:20 

 

架空線・埋設物 

道路 舗装版破砕中にBH0.45のアームを折り、上げたまま前進したため

CATVｹｰﾌﾞﾙ線２本を引っ掛け、ｹｰﾌﾞﾙ引き込み金具を損傷した。 

 

（物損事故） 公衆災害 

・架空線管理者との立会や注

意看板の設置を怠った 

・管理者との立会や注意看板の

設置を徹底する 

２８ 

 

土 

(21) 

H25.12.6 

15:45 

 

架空線・埋設物 

道路 コンクリートブレーカー付きバックホウにてガードレール基礎を取

り壊し中、ブレーカーが勢い余って露出していた上水道本管を防護コ

ンクリートの上から突き破り、破損させた。 

（物損事故） 公衆災害 

・防護コンクリートに覆われ

た水道管が施工範囲内にある

にも関わらず、防護措置を取

らなかった 

・防護措置（敷き鉄板等による

養生）を行う 

２９ 

 

土 

(22) 

H25.12.10 

15:11 

 

墜落・転落 

道路 ラス張作業中、作業員が約16mの高さの法面にて、下方へ移動しよ

うと親綱を左手で握り、右手でロリップを握って下方にスライドさせ

たところ足が滑り、滑落した。 男 ６３歳（左脛腓骨骨幹部骨折、

第2･3･4胸椎棘突起骨折、第2腰椎横突起骨折）約２か月の安静加療 

・ロリップを握ったままであ

り、開放状態となっていた 

・ロリップの開放操作は、体を

安定させてから行うよう徹底す

る 

３０ 

 

土 

(23) 

H25.12.17 

11:30 

 

建設機械 

河川 埋戻し作業中、バックホウを移動させようとしたところ、付近に置

いてあった転圧機械に接触して落下し、下方で作業していた作業員の

背中に当たり負傷した。 

男 ４９歳（第３，４腰椎横突起骨折）全治28日間の見込み 

・上下作業を行った 

・転圧機械が落下した場合の

安全への配慮が不十分 

・上下作業とならないよう工程

の見直し 

・道具類を落下するおそれのあ

る箇所に置かない 

３１ 

 

農 

(3) 

H26.1.6 

11:55 

 

架空線・埋設物 

農地 水路法面の工事に先立ち工事看板を設置しようと、水路路肩に固定

用木杭を打設したところ埋設されていた水道管を破損した。 

 

（物損事故） 公衆災害 

・管理者との立会や試掘によ

り埋設物の正確な位置を確認

すべきだったがこれを怠った 

・管理者との立会や試掘の徹底 

３２ 

 

農 

(4) 

H26.1.13 

15:40 

 

転倒 

農地 法面整形の丁張の水糸を張りなおそうと、作業員が方向転換した際

に転倒した。 

 

男 ５９歳（左足関節脱臼骨折）約３ヶ月間の安静加療 

・作業員への危機管理意識の

徹底が不足していた 

 

・ＫＹ活動を朝昼の２回行い終

日危機管理について意識させる 
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平成２５年度  県の建設工事等に伴う事故発生状況一覧表  （平成２６年３月末現在） （NO:5） 

ＮＯ 発生日時 工事種別 事  故  概  要 事故の原因等 防 止 対 策 

３３ 

 

土 

(24) 

H26.1.16 

16:00 

 

架空線・埋設物 

河川 ゲートを設置する箇所の地質を把握するため、ボーリング調査を実

施していたところ、地下に埋設されていた上水道管のさや管を損傷さ

せた。 

（物損事故） 公衆災害 

・埋設物の事前調査を怠った ・埋設物調査の徹底 

３４ 

 

農 

(5) 

H26.1.20 

12:40 

 

交通事故 

農地 ４トンユニック車を現場小屋から会社へ移動させようとして、クレ

ーンを伸ばしたまま走行したため、道路の案内看板に衝突したことに

より、破損させた。 

（物損事故） 公衆災害 

・クレーン付き車両であるこ

との認識が不足 

・監督者が不在で車両及び周

囲の安全確認ができなかった 

・安全教育の徹底 

・指差呼称の徹底と運転席に注

意喚起を表示 

３５ 

 

土 

(25) 

H26.1.22 

16:10 

 

架空線・埋設物 

道路 水道管が埋設されている箇所において、保護砂と埋設テープを目指

して機械掘削していたところ、保護砂と埋設テープがなく直接水道管

が露出したため、水道管を破損させた。 

（物損事故） 公衆災害 

・埋設物の事前調査、立会、

試掘を怠った 

・埋設物の事前調査、立会、試

掘を行う 

３６ 

 

土 

(26) 

H26.1.29 

11:20 

 

建設機械 

河川 錨に押船の吊上用ワイヤーを接続していたところ、錨が土運船の船

底に引っかかり、アンカーが回転して吊上用ワイヤーが引っ張られた

ため、滑車が破断し作業員の足元に落下して右足を負傷した 

男 ４９歳 （右足挫滅創、右母指基節骨骨折他）２か月間の安静加療 

・錨を巻き上げすぎていた 

・滑車が腐食やすり減りによ

り強度低下を起こしていた 

・作業手順書の見直し 

・外観目視や打音検査を実施す

る 

３７ 

 

林 

(4) 

H26.1.31 

10:20 

 

工具・資材 

治山 法面清掃を行うにあたり、チェーンソー整備していた際に、チェー

ンソーで手を切った 

 

男 ３４歳（左示指挫創）約２週間の加療 

・作業員への危機管理意識の

徹底が不足していた 

・刃に耐えうる材質の手袋を

使用していなかった 

・危機管理意識の徹底 

・切刃付きの工具を触る場合は

皮手袋を使用する 

３８ 

 

土 

(27) 

H26.1.31 

8:30 

 

転倒 

道路 坑内作業中、電源ケーブルにつまずき転倒した 

 

 

男 ４１歳（左手舟状骨骨折、右膝部挫傷） 

・作業員への危機管理意識の

徹底が不足していた 

・足元注意の立て看板を設置し

注意喚起する 

３９ 

 

林 

(5) 

H26.2.4 

14:30 

 

工具・資材 

治山 型枠設置に必要な引張りアンカー用の鉄筋打ち込み時に、削孔した

穴に溜まった水が飛び跳ねるのをきらい、左足で鉄筋を支えつつ穴を

塞いで打ち込みしていたところ、手元が狂い石頭ハンマーで足を叩き

負傷した  男 ４５歳（左第５趾基節骨骨折）４週間の加療 

・作業員の危機管理意識の不

足 

・危機管理意識の徹底 

４０ 

 

土 

(28) 

H26.2.8 

7:30 

 

転倒 

河川 資材搬入路（堤防道路）の舗装養生のため設置されていた敷鉄板上

（５ｃｍ程度積雪あり）で、周辺住民が滑って転倒した 

 

（人身事故） 公衆災害 

・現場パトロールが実施され

ておらず降雪への危機管理意

識が不足していた 

・毎朝夕巡視を行い、降雪時は

いち早く除雪を行う 
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平成２５年度  県の建設工事等に伴う事故発生状況一覧表  （平成２６年３月末現在） （NO:6） 

ＮＯ 発生日時 工事種別 事  故  概  要 事故の原因等 防 止 対 策 

４１ 

 

土 

(29) 

H26.2.12 

8:30 

 

墜落・転落 

道路 防災点検調査を行う前に下見のため、一人で植栽擁壁（H=4m）を伝

って擁壁上端まで上り、下見を終えて擁壁を伝い道路に降りようとし

た際に、擁壁の中段付近でバランスを崩し、約2m下の道路まで落下し

負傷した  男 ５２歳（右足関節脱臼骨折） 

・単独行動を行った 

・調査の進入ルートが周知さ

れていなかった 

・点検作業は２名以上とし、単

独行動を禁止する 

・調査着手前に常に安全な進入

路を確認する 

４２ 

 

土 

(30) 

H26.2.12 

16:00 

 

架空線・埋設物 

道路 作業終了後に使用機械のバックホウを撤去作業するため、トレーラ

ーに積み込みをする際に、バックホウのアームが架空線に接触し引き

込み線と引き込み柱を損傷させた。 

（物損事故） 公衆災害 

・監視員を配置していなかっ

た 

・注意喚起表示がされていな

かった 

・監視員を配置する 

・注意喚起看板を設置する 

４３ 

 

土 

(31) 

H26.2.13 

16:00 

 

その他 

河川 河川内にて護岸ブロック積工を施工していたところ、隣接する民有

地の空石積と工場にクラックが生じた 

 

（物損事故） 公衆災害 

・調査中 ・調査中 

４４ 

 

土 

(32) 

H26.2.17 

16:15 

 

架空線・埋設物 

道路 作業終了後、バックホウを移動させるために仮設坂路を走行中に架

空線にバックホウのアームが引っ掛かり切断させた 

 

（物損事故） 公衆災害 

・運転手の危機管理意識不足 

・監視員が不在であった 

・危機管理意識の徹底 

・作業ごとに常時監視員を配置

する 

４５ 

 

土 

(33) 

H26.2.23 

15:20 

 

転倒 

道路 舗装版を撤去し、段差擦り付けを施工する準備をしていたところ、

自転車が施工箇所を通過し、段差擦り付け部で転倒し負傷した 

 

（人身事故） 公衆災害 

・現場内の交通誘導員を配置

していなかった 

・擦り付け施工を完了する前

に現場開放した 

・交通誘導員を配置する 

・擦り付け施工後に開放するよ

う徹底する 

４６ 

 

土 

(34) 

H26.3.8 

10:30 

 

架空線・埋設物 

道路 路床整正時に発生した残土をバックホウで集め、ダンプトラックに

積み込む作業をしていたところ、別工事で既に布設されていた上水道

管の位置を事前に把握していたが、バックホウの爪にて上水道管を破

損させた  （物損事故） 公衆災害 

・作業員の操作ミス ・安全管理の徹底  

４７ 

 

土 

(35) 

H26.3.8 

11:00 

 

工具・資材 

道路 アーチ橋の高欄でのケレン作業中、塗膜を削る電動工具が破損し、

破損した電動工具の部品が作業員の右足に当たり負傷した 

 

男 ５８歳（右下腿開放性骨折）４週間の加療 

・工具を作業面に対し平行に

接地させる「ベタ当て」施工

をしていなかった 

・工具の適切な使用方法を順守

する 

 

４８ 

 

土 

(36) 

H26.3.14 

17:00 

 

交通事故 

道路 溶接機を車両にて隣接現場に運搬したのち、現場へ戻るために転回

しようと、川側へ車の頭を振って切り返すため、ブレーキを踏んだと

ころ踏み外し、車がそのまま前進し続けて約５ｍ下の河川に転落した 

男 ３４歳（外傷性頸部症候群、脳震盪） 

・現場内で安易に車両を転回

しようとした 

・搬入・搬出経路や転回場を明

確化する 

・作業員への安全指導の徹底  
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平成２５年度  県の建設工事等に伴う事故発生状況一覧表  （平成２６年３月末現在） （NO:7） 

ＮＯ 発生日時 工事種別 事  故  概  要 事故の原因等 防 止 対 策 

４９ 

 

土 

(37) 

H26.3.24 

9:50 

 

建設機械 

河川 バックホウオペレーターが河道内堆積土砂を掘削していたところ、

ゴミ・木片収集作業をしていた別工事の作業員が木片を拾いに重機の

旋回範囲に入ったことに気付かず旋回し、作業員がバケット側面に接

触し負傷させた。 （人身事故） 公衆災害 

・別工事との連絡会議を行っ

ていなかった 

・バックホウの旋回範囲内に

作業員が立ち入った 

・連絡会議実施の徹底 

・旋回範囲内に立ち入らないよ

う安全柵等を設置し、お互いの

工事の作業範囲を明確にする。 

５０ 

 

土 

(38) 

H26.3.27 

8:40 

 

墜落・転落 

道路 法面にて横移動するために親綱に固定していたロリップ金具を外し

て移動する方向の親綱に付け替えようとしたところ、足が滑り、約12

ｍの斜面を滑落し道路へ落下して負傷した  

男 ６８歳（心膜損傷、左血気胸、骨盤骨折）３か月以上の入院加療 

・親綱とロリップ金具が連結

していない状態となっていた 

・作業員の危機管理意識欠如 

・ロリップ金具の２丁掛けの完

全実施 

・安全教育、監視の徹底 

５１ 

 

農 

(6) 

H26.3.31 

11:07 

 

架空線・埋設物 

農地 事前に把握していた埋設管を確認するため、埋設テープ・保護砂を

目標に少しずつ掘削していたが、埋設テープや保護砂が出現すること

なく埋設管が出現してバックホウの爪でひっかけ損傷させた 

（物損事故） 公衆災害 

・試掘にあたり機械施工して

いた 

・人力掘削の徹底 

      

      

      

       

 


